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2022 年度消費者なんでもホットラインを実施しました 

 2022年 11月 26日(日)、特定

非営利活動法人消費者市民サポ

ートちばと千葉県弁護士会が共

催で 2022 年度消費者なんでも

ホットラインを実施しました。 

 今年度の電話相談は「消費者

なんでもホットライン」と銘打

ち、テーマをあえて絞らず前分

野を対象に相談を受け付けまし

た。 

「消費者なんでもホットライ

ン」のお知らせはサポちばと弁

護士会のホームページに掲載、

チラシを各地の消費生活センターに配置、会

員向けメール、ちぽっちだよりなどの広報媒

体とともに、マスコミ各社にＦＡＸ等でニュ

ースリリースしました。マスコミでは朝日新

聞朝刊、日本消費者新聞ＷＥＢ版が告知記事

を掲載しました。 

電話受付は午前 10 時から午後 4 時まで県

弁護士会とサポちば会員の弁護士、およびサ

ポちば会員の消費生活相談員の皆さんが担

当しました。左の写真は受付の様子です。 

相談内容は「 賃貸借契約のトラブル カ

ビ・虫などの大量発生に対する対応」「中古

車購入トラブル 保証の対象についての相

違についての対応」「インターネットでの詐

欺被害 加害者の特定方法についての相談」

「デジタル絵画を巡る順次売買被害 法的

にどのような主張が可能かという相談」と多

方面に渡る４件でした。 

今後に向けて、開催日時・時間、広報や告

知の工夫と拡大、ツイッター等の活用を検討

していきます。 

 

（令和 4 年 11 月 26 日付朝日新聞 千葉版 ２８面） 



ネットワーク強化・活性化千葉市受託事業サポーター養成講座を開催 

2022 年 12月 7日(水)、10時から 12時まで、サポーター養成講座を千葉市消費生活センタ

ー3階 研修講義室で開催しました。 

この講座は、千葉県消

費者団体ネットワーク

強化・活性化事業の一環

として消費者市民サポ

ートちばが千葉市から

受託した事業です。 

 テーマは「消費者トラ

ブルを防ごう！高齢者

見守りのポイント」と題

し、講師は栗屋威史弁護士

（当会会員）、福田綾子消費

生活相談員（当会会員）に担

当いただき、司会は武田佳代

子消費生活相談員が担当し

ました。 

講座には千葉市が市政だ

よりなどで告知し、13名が参

加しました。 

講座は、千葉市消費生活セ

ンター恩田様の開会のあいさ

つで始まり、栗屋講師が主に

関連する法律を解説、福田講

師が統計と相談事例を説明し

たあと、山田美佐子消費生活

相談員がファシリテーターを

務めて、参加者を交えて実際

の事例に即したロールプレイングで理解を深め、相

談先として消費生活センターを紹介しました。最後

にまとめと閉会のあいさつを当会の前野春枝副理事

長が担当しました。 

参加者からは、弁護士の先生のお話が聴けて良か

った、具体的で様々な事例が紹介され身近なことと

して考えられてよかった、消費者トラブルの知識を

知れた、ロールプレイングなど受講者参加があって

よかった、高齢者の見守りの大切さを再確認できた、

見守りネットワーク・地域住民のネットワークの大切さ、気づきの必要性を感じた、民生委

員をしているが今日の話を参考に見守り活動をしたいといった意見、感想が寄せられました。 
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とまとめをする前野春枝副理事長 


